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き た が わ く か ん

お く だ し ん ま ち

富山･石川県境部の道路の機能強化について
検討結果をとりまとめました

み ず の り き と

さ い ね ん

[富山河川国道事務所HP]

[金沢河川国道事務所HP]

これまで、富山県西部及び石川県中能登地区において、

国道１６０号の災害等に対する脆弱区間を踏まえ、規格の高

い能越自動車道や、のと里山海道を補完する道路の機能強

化に向けた調査検討を、国、富山県、石川県で連携して行っ

てきたところです。

この度、検討結果をとりまとめましたのでお知らせします。

引き続き、関係機関で連携し、国道４１５号県境部につ

いて、調査検討を進めます。

き た が わ く か ん石川県

つ じ ひ ろ か ず



検討体制

（順不同）

所属機関

計画課
国土交通省 北陸地方整備局
富山河川国道事務所

計画課
国土交通省 北陸地方整備局
金沢河川国道事務所

土木部
道路課

富山県

土木部
道路建設課

石川県



１．富山県西部･石川県中能登地区における道路･交通の課題（まとめ）

のと里山海道
（徳田大津IC～横田IC）
【斜面崩壊】

国道359号
（小矢部市内山地先）

【斜面崩壊】

令和６年能登半島地震による被災ハザードマップ

地すべり防止区域
津波浸水想定区域
洪水浸水想定区域
事前通行規制区間

氷見ＩＣ

重要物流道路

代替・補完路

高規格幹線道路

直轄国道・補助国道

県市町村道等

県外からの進出企業

物流拠点

企業・物流拠点の立地及び重要物流道路の指定状況

災害リスク

緊急輸送道路である高規格道路･幹線道路における災害リスクが高い

産業支援

産業・物流拠点が多数存在するが、安定的な輸送ルートが未形成

観光支援

ポテンシャルが高い観光資源を周遊するネットワークが未形成

氷見ＩＣ利用車の
到着地点

能越道氷見ＩＣからの到着地点分布 和倉温泉

千里浜なぎさドライブウェイ

ひみ番屋街

七尾

氷見

羽咋

山間部は地すべり
沿岸部は津波等浸水の恐れあり

調査データ：ETC2.0走行履歴
分析期間：R元年１～１２月（平日）
分析対象：能越自動車道ICを利用する大型車・貨物車

北陸自動車道 通行止め（集中除雪） 通行可能→

国道8号 通行止め（集中除雪） 通行可能→

国道304号 通行止め（集中除雪） 通行可能→

国道359号 通行止め（令和6年能登半島地震被災）

国道415号 通行可能→

国道471号 通行可能→

19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00
1月23日 1月24日

令和6年1月23日～24日の通行止め時系列

立ち往生発生

立ち往生発生

国道４１５号
（氷見市熊無）
【立ち往生】

事故発生状況

● ：冬期事故 （12月～2月）
● ：非冬期事故 （3月～11月）
：冬期通行規制箇所

冬期交通

冬期通行止めや立ち往生発生により冬期の通行確保ができない

富山石川県境をまたぐ
13路線のうち、
4路線が冬期通行止め

出典：ITARDAデータ（R1～R4）、冬期通行規制箇所：冬季閉鎖箇所一覧（JARTIC）
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つなぐ
国道415号の
物流需要が多い



２．富山県西部･石川県中能登地区の道路ネットワークの状況

○物流強化、観光立国の推進、災害に対するネットワークの重層化のため、能越自動車道と国道１６０号、のと里山海道と国道
１５９号の強化に加え、これらエッセンシャルネットワークへアクセスする国道４１５号の強化が必要。

○富山県西部地区・石川県中能登地区を縦貫する主要幹線道路の「能越自動車道」「のと里山海道」及び、「国道159号・160号」を補完
する道路である国道４１５号のうち、県境区間に残存する未改良区間について検討。

のうえつ さとやま

■富山県西部地区と石川県中能登地区の道路ネットワークのあり方（案）

のと里山海道の
4車線化促進

能越道と
のと里山海道の
アクセス強化

国道159号の
整備促進

羽咋道路（Ⅱ期） 国道8号と能越道
のアクセス強化
(高岡環状道路
（北側ルート））

能越自動車道の
整備促進

田鶴浜七尾道路
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■優先区間の抽出

国道8号富山石川県境（福岡IC～舟橋JCT）の4車線化 富山県

石川県

連続性を確保する路線
機能強化する路線
機能強化する路線（ルート未確定）

凡例

高規格道路
４車線以上
２車線
事業中

県境区間を接続する路線 富山県西部地区と
石川県中能登地区

を結ぶ範囲

国道
４車線以上
２車線
事業中

重要物流道路空白地帯
・狭幅員
・曲線縦断線形不良
・冬期通行障害
・災害発生リスク 2
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3３．国道４１５号富山・石川県境部の現状

整備状況

県境部に残る未整備区間

道路構造

最大9%の縦断急勾配区間や最小曲線半径35mの急カーブ区間が存在

地すべり地形

富山県側に存在している大規模な地すべり地形

県境区間 延長 約6.4km

至

羽
咋
市
街
地

至

氷
見
市
街
地

石川県

富山県

国道４１５号
（氷見市熊無）
【急カーブ】

：狭幅員区間(W＜7.5m)
：縦断急勾配区間(i＞6%)
：急カーブ箇所(R≦100m)
：急ブレーキ多発区間

至

羽
咋
市
街
地

至

氷
見
市
街
地

地すべり地形（移動体）
過去地すべりが発生した地すべりブロック

平成14年11月16日に発生した
地すべり（氷見市谷屋）
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４．今後の調査検討について

石川県 羽咋市
は く い

富山県 氷見市

至

羽
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市
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地

至

氷
見
市
街
地

県
境

熊無集落
くまなし

菅池町集落
すがいけまち

論田集落
ろんでん

ひみ

⑤谷屋地すべり
⑥論田地すべり

⑦論田斜面崩壊

④明治42年発生域

①明治12年発生域

②明治14年発生域

③明治16年発生域

羽咋バイパス

谷屋大野
バイパス

調査検討範囲 延長 約5.2km
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⃝国道415号の県境部については、現状の課題や令和６年能登半島地震を踏まえ、早期に概略計画の検討を進める。

⃝検討範囲は、県境区間のうち、道路構造の課題（狭幅員、平面・縦断線形不良箇所）及び地すべりの実績を考慮し、羽咋市神子
原町～氷見市谷屋間の約5.2kmとする。

狭幅員区間
(W<7.5m)

狭幅員区間
(W<7.5m)
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石川県調査中

延長 約1.2km

神子原町集落
みこはらまち

集落
凡 例

①明治12年
発生域

②明治14年
発生域

④明治42年
発生域

③明治16年
発生域

地すべり


